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南筑後地域営農推進協議会（普及指導センター、管内の市町、JA 等関係機関

で構成）は 10 月４日に、「イチゴ生産環境改善研修会」をみやま市総合市民セ

ンターで開催し、生産者 29 名が参加しました。 

本研修会は、栽培施設内の環境（温度、湿度など）モニタリングと生育診断

に基づいて栽培技術を向上させることを目的としたものです。 

研修会では、初めに、普及指導センター職員が「管内のイチゴにおける環境

モニタリング装置の活用状況」と「『あまおうの匠』等の生産技術が高い農家の

施設内環境と生育の事例」について説明しました。続いて、農林業総合試験場

筑後分場の職員から「春先に蒸散量が増えたときに、それに合わせてかん水す

ることの重要性」について講義していただきました。 

研修会後のアンケートでは、ほとんどの参加者が「研修会の内容は参考にな

り、環境モニタリング装置の活用に関心がある。」と回答し、３割で「すぐにで

も環境モニタリングに取り組みたい」との意向があることが確認できました。 

普及指導センターは、今後も収量・品質の向上を目指すため、環境モニタリ

ングと生育診断に基づいて栽培技術の改善を図るイチゴ農家を支援していきま

す。 

 

 

 

 

普及指導センター（左）と農林試筑後分場（右）の説明を熱心に聞く参加者 


